
「教育・保育施設等における事故情報データベース」を参考とした

骨折事故に関する危険な場面と対策
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～ 対 策 ～

～ 危険な場面 ～

見守り中は、危険な場面を早期に発見することに努めましょう。
また、危険な場面を発見した場合は、直ちに声を掛けることで、事故を未然に防ぎましょう。

こどもの遊びを見守る時は、複数の職員が同じ位置から同じ方向を見るのではなく、異なる位
置から異なる方向を見るなど、全体の状況を見渡すことができる配置を心掛けましょう。

こどもの発達段階（年齢・体格・運動能力等）を考慮して、遊具を準備しましょう。
転落等に備えてマットを用意したり、直近で補助にあたるなどの対応を徹底しましょう。

こどもに対して、遊具や玩具の正しい使い方をしっかり伝えるとともに、正しい使い方をしなけ
れば怪我につながることを繰り返し知らせましょう。

こどもが遊びに夢中になり過ぎると事故が起きやすい傾向があるため、途中で休憩を入れる
などして、興奮状態を抑制することにも留意しましょう。

全体を見渡せる配置

『危険』の早期発見・早期声掛け

こどもと遊具の適合性の確認正しい使い方の指導

過度な興奮状態の抑制

狭いスペースで多くのこどもを遊ばせたことが事故に繋がって
います。特に、同じスペースで異なる遊びをすることは、衝突や転
倒の危険性がより高くなっています。

異年齢保育等において、年齢や体格が異なるこどもが一緒に遊
ぶ（例えばドッジボール）ことは、遊びの内容によって強度に大き
な差が生じ、事故に繋がる場合があります。

正しい使い方であれば危険性の少ない遊具（玩具）であっても、
使い方によっては、事故に繋がっています。特に、遊具から飛び降
りることによる事故が多く発生しています。

イベント（運動会、遠足等）当日の夕方や翌日などは、こどもの
疲労が溜まっていたり、気持ちが高揚していたりすることで、事故
に繋がりやすくなっていると考えられます。

走行中の転倒による事故が多く発生しています。よそ見したま
ま走る、両手で物を持ったまま走る、靴下のまま廊下等を走る、濡
れた場所を走る、布団やタオル等の上を走るなどの場面で事故が
発生しています。

【こどもが水筒を持ち歩くときの転倒事故に注意！】
こどもが首や肩から水筒を下げたまま転倒した場合、骨折のほか、腹部

に水筒が当たった衝撃で命に危険が及ぶ重篤な内臓損傷が起こること
がありますので、以下のポイントに注意しましょう。

〇 水筒はなるべくリュックサック等に入れましょう。
〇 水筒を首や肩に掛けているときに走らないようにしましょう。
〇 遊具等で遊ぶ場合は、水筒を置いて遊ぶようにしましょう。

Check７

日常的な環境整備
例えば、濡れた廊下はすべらないように拭く、つまづきやすい物を床に置かない、高窓付近に物

を積み上げないなど、日常的に事故防止の観点から環境整備に努めましょう。

本資料は、骨折事故の防止を目的として、「教育・保育施設等における事故情報データベース」の情報を基に、骨折事故が発生しやすい『危険
な場面』と、自治体等が要因を分析した『対策』について、実際の事故事例を踏まえてまとめたものですので、事故防止の参考としてください。

水筒

遊びの内容に応じたスペースの確保
例えば、狭いコートでのドッジボール（相手と近距離になる） 、狭い範囲での鬼ごっこ（衝突の可

能性が高くなる）などが事故に繋がりやすいので、適正なスペースの確保に努めましょう。

令和６年８月

※ 参考：消費者庁「こども安全メールfrom消費者庁（Vol.635 水筒を持ち歩くときの転倒事故に注意！）」

※ 骨折事故防止対策の一例として、「教育・保育施設等における事故情報データベース」を基に、
対策の一例を示しましたが、全ての施設・事業所に当てはまるものではありません。
各施設・事業所の実状（こどもの人数、年齢、構成等）に応じた対策を検討してください。

※ 事故の発生防止は組織で対応することが重要です！施設・事業所の長等のリーダーシップの下、対策に取り組んでください。
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